
(57)【要約】

超音波可視性を向上させた医療機器が提供される。この

医療機器は、患者内の針先端位置をリアルタイムで超音

波モニターすることによって、局部的薬剤投与、流体排

液、生検、又は超音波パルス放出を可能にする。この医

療機器は、固体組織内への制御された薬剤分散、固体組

織内への粒子の収容、及び特定の血管内への薬剤投与を

可能にする。針が挿入された時、器官環境に対照して音

波的に際立つ流体が患者内に注入される。この流体は患

者の固体によって減速され、停止される前に僅かな距離

だけ移動し、この流体流は超音波により検出可能である

。挿入中の針位置は、所望の作用箇所に至るまで超音波

を用いながらモニターされる。次いで、治療薬が注入さ

れるか、又は無線周波を用いての腫瘍切除のような治療

を行うために針内にプローブが挿入される。流体流量は

針先端の正しく表わされた画像を維持するために挿入中

に調整してもよい。作用箇所において、音波的流体は、

流体分散パターンが満足するものになり、次いで薬剤を

放出できるまで、繰返し且つ可変流量で、拍動させて送

ることができる。また、超音波は手持ちの装置に装着さ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 的 拡 張 医 療 機 器 で 、
　 　 a.　 先 端 に 排 出 口 付 き の 流 体 容 器 ，
　 　 b.　 前 記 流 体 容 器 に 接 続 さ れ て お り 、 流 体 貯 蔵 容 器 を 定 め る 流 体 排 出 部 装 置 ，  本 流
体 排 出 装 置 は 、 前 記 流 体 貯 蔵 容 器 内 の 流 体 に 指 定 さ れ た 圧 力 を 加 え 、 前 述 の 流 体 を 貯 蔵 容
器 先 端 の 排 出 口 か ら 噴 出 し ，  
　 　 c.　 注 入 口 と 排 出 口 と を 含 み 、 そ の 二 口 間 を 第 一 通 過 路 と 定 め る 第 一 導 管 ，  前 記 注
入 口 は 前 記 流 体 容 器 の 排 出 口 に あ た り 、 前 記 第 一 通 過 路 は 前 記 貯 蔵 容 器 に 通 じ て い る ，
　 　 d.　 接 続 部 と 先 端 部 が あ り 、 そ の 間 を 針 の 通 過 路 と 定 め る 針 ，  前 記 接 続 部 を 前 記 第
一 導 管 の 排 出 口 に 接 続 す る こ と に よ り 、 前 記 針 の 通 過 路 は 第 一 通 過 路 に 接 続 さ れ ，  
　 　 e.　 操 作 に よ っ て 、 指 定 さ れ た 圧 力 を 選 択 的 に 流 体 に 加 え る 前 記 流 体 排 出 部 装 置 に 接
続 さ れ る 流 体 供 給 部 装 置 と を 含 み 、 前 記  指 定 さ れ た 圧 力 が 加 わ る こ と に よ り 前 記 流 体 は
前 記 流 体 容 器 の 排 出 口 か ら 押 し 出 さ れ 、 前 記 第 一 導 管 、 前 記 針 の 通 過 路 を 通 り 第 一 通 過 路
を 移 動 し 、 超 音 波 に よ る 検 出 に 適 し た 流 体 流 動 率 で 、 前 記 流 体 は 前 記 針 先 端 部 か ら 排 出 さ
れ る 。  
【 請 求 項 ２ 】
　 ク レ ー ム 1の 医 療 機 器 で 、 前 記 液 体 は エ コ ー 音 波 性 流 体 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ク レ ー ム 2の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 エ コ ー 音 波 性 流 体 が 塩 性 で あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ク レ ー ム 2の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 流 体 が 治 療 剤 を 含 む 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 流 体 供 給 部 装 置 は 、 操 作 に よ り 前 記 流 体 排 出 装
置 に 接 続 さ れ る ド ラ イ ブ 装 置 と 、 ド ラ イ ブ 装 置 の 選 択 さ れ た 操 作 用 作 動 装 置 を 含 む 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ク レ ー ム 5の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 作 動 装 置 が 手 動 操 作 で き る も の 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ク レ ー ム 5の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 電 気 的 に 前 記 ド ラ イ ブ 装 置 と 作 動 装 置 に 接 続 さ れ 、
指 定 さ れ た 圧 力 を 選 択 的 に 加 え 、 そ れ に よ っ て 流 体 流 動 率 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ を さ ら
に 含 む 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ク レ ー ム 5の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 流 体 に 加 え ら れ た 前 記 指 定 の 圧 力 を 検 出 し 、 そ の 圧
力 を 反 映 し た 電 気 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ の 入 力 用 に 出 力 す る 変 換 器 装 置 を さ ら に 含 む 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 流 体 供 給 部 装 置 は 、 針 先 端 部 か ら 排 出 さ れ る 流
体 量 を 調 整 す る 手 段 を 含 む 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 流 体 流 動 率 を リ ア ル タ イ ム で 調 整 で き る 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ク レ ー ム 1～ 10の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 指 定 の 圧 力 が パ ル ス 、 連 続 、 又
は 断 続 的 の い ず れ か で あ り 、 そ の た め 流 体 は 針 先 端 か ら パ ル ス 、 連 続 又 は 断 続 的 な 流 体 流
動 で 排 出 さ れ る 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ク レ ー ム 1～ 12の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 流 体 容 器 が 注 射 器 で あ り 、 前 記
流 体 排 出 部 装 置 が そ の 注 射 器 内 を ス ラ イ ド す る プ ラ ン ジ ャ で あ る も の 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 一 導 管 の 指 定 位 置 に あ る バ ル ブ 部 材 を さ ら に
含 み 、 前 記 バ ル ブ 部 材 は 、 前 記 第 一 通 過 路 内 又 は 第 一 通 過 路 に 流 入 す る 流 体 処 理 量 を 指 定
に よ り 減 ら し た り 止 め た り す る 封 鎖 手 段 を 含 む 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 ク レ ー ム 13の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 バ ル ブ 部 材 が 前 記 第 一 導 管 の 注 入 口 に あ た る も
の 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 ク レ ー ム 13の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 バ ル ブ 部 材 は 流 体 を 前 記 第 一 通 過 路 に 送 り 込 み
、 前 記 流 体 容 器 の 排 出 口 か ら 流 体 が 逆 流 す る の を 防 ぐ 一 方 向 性 バ ル ブ 部 材 で あ る 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 針 の 接 続 部 と 前 記 第 一 導 管 の 排 出 口 を 解 除 可 能
に 接 続 す る ア ダ プ タ を さ ら に 含 み 、 前 記 ア ダ プ タ は 前 記 針 の 通 過 路 と 前 記 第 一 通 過 路 間 の
連 絡 を 保 つ た め の ア ダ プ タ 通 路 を 定 め る 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ク レ ー ム 16の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 ア ダ プ タ が 、 接 続 部 と 末 端 部 を 持 つ 第 二 針 の 少
な く と も 一 つ と 解 除 可 能 に 接 続 し 、 そ の 間 を 第 二 針 通 過 路 を 定 め る 手 段 を 含 む 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ク レ ー ム 16の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 ア ダ プ タ が プ ロ ー ブ と 前 記 針 と を 前 記 針 の 通 過
路 内 で 解 除 可 能 に 接 続 す る 手 段 を 含 み 、 ア ダ プ タ 通 過 路 と 前 記 針 の 通 過 路 は 前 記 プ ロ ー ブ
の 挿 入 が 可 能 な サ イ ズ で あ り 、 前 記 プ ロ ー ブ が 針 先 端 よ り 延 長 で き る も の 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 ク レ ー ム 18の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 プ ロ ー ブ が 治 療 手 段 を 含 む 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 ク レ ー ム 19の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 治 療 手 段 に 、 無 線 周 波 数 、 マ イ ク ロ 波 加 熱 、 凍
結 手 術 、 又 は ブ ラ キ 治 療 の う ち 少 な く と も 1つ を 適 用 す る 手 段 を 含 む 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 下 記 を 含 む ：
　 　 a.　 ポ ー ト コ ネ ク タ ；
　 　 b.　 第 二 注 入 口 と 第 二 排 出 口 と を 有 す る 第 二 導 管 で 、 そ の 二 口 間 を 第 二 通 過 路 と 定 め
る も の ，  前 記 第 二 排 出 口 は ポ ー ト コ ネ ク タ 部 に あ る ；
　 　 c.　 前 記 第 二 注 入 口 部 に 配 置 さ れ た 第 二 コ ネ ク タ で 、 前 記 第 二 注 入 口 部 を 指 定 の 医 療
構 成 要 素 と 接 続 す る ；
　 　 前 記 ポ ー ト コ ネ ク タ は 第 一 導 管 の 指 定 部 分 又 は 、 第 二 と 第 一 通 過 路 間 と の 連 絡 を 可 能
に し て い る 前 記 バ ル ブ 部 材 に 配 置 さ れ る 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ク レ ー ム 21の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 指 定 の 医 療 構 成 要 素 が 下 記 を 含 む も の ：
　 　 a.　 第 二 排 出 口 付 き 第 二 流 体 容 器 ，  
　 　 b.　 前 記 第 二 流 体 容 器 に 接 続 し て 配 置 さ れ 、 第 二 流 体 貯 蔵 容 器 を 定 め る 第 二 流 体 排 出
装 置 で あ っ て 前 記 本 第 二 排 出 装 置 は 、 前 記 第 二 流 体 貯 蔵 容 器 内 の 第 二 流 体 に 指 定 さ れ た 第
二 圧 力 を 加 え 、 前 記 第 二 流 体 を 前 記 第 二 貯 蔵 容 器 先 端 の 前 記 第 二 排 出 口 か ら 噴 出 す る 。
　 　 c.　 操 作 に よ っ て 前 記 第 二 流 体 排 出 装 置 に 接 続 さ れ る 第 二 流 体 供 給 装 置 で あ っ て 、 前
記 第 二 の 指 定 さ れ た 圧 力 を 流 体 に 加 え ，
　 　 前 記 第 二 指 定 圧 力 は 、 前 記 第 二 流 体 を 前 記 第 二 流 体 容 器 の 第 二 排 出 口 か ら 排 出 し 、 第
二 通 過 路 、 前 記 バ ル ブ 部 の 一 つ 又 は 前 記 第 一 通 過 路 の 指 定 さ れ た 部 分 、 針 の 通 過 路 を 通 り
第 二 流 出 路 を 移 動 し 、 第 二 流 動 率 で 、 流 体 は 針 先 端 部 か ら 排 出 さ れ る 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 ク レ ー ム 22の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 流 体 供 給 装 置 は 、 操 作 に よ り 前 記 第 二 流 体
排 出 装 置 に 接 続 さ れ る 第 二 ド ラ イ ブ 装 置 と 、 第 二 ド ラ イ ブ 装 置 の 選 択 さ れ た 操 作 用 第 二 作
動 装 置 と を 含 む 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 ク レ ー ム 23の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 作 動 装 置 が 手 動 操 作 で き る も の 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 ク レ ー ム 23の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 コ ン ト ロ ー ラ が 電 気 的 に 前 記 第 二 ド ラ イ ブ 装 置 に 接
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続 さ れ 、 第 二 指 定 圧 力 を 選 択 的 に 加 え 、 そ れ に よ っ て 前 記 第 二 流 動 率 を 制 御 す る 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 ク レ ー ム 25の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 流 体 に 加 え ら れ る 前 記 指 定 圧 力 を 検 出 し 、
そ の 圧 力 を 反 映 し た 電 気 信 号 を コ ン ト ロ ー ラ の 入 力 用 に 出 力 す る 第 二 変 換 器 装 置 を さ ら に
含 む 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ク レ ー ム 22の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 流 体 供 給 装 置 が 、 針 末 端 部 か ら 排 出 さ れ る
前 記 第 二 流 体 の 第 二 流 体 量 を 調 整 す る 装 置 を 含 む も の 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 ク レ ー ム 22の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 第 二 流 体 流 動 率 を リ ア ル タ イ ム で 調 整 で き る も の 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 ク レ ー ム 22～ 28の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 指 定 圧 力 が パ ル ス 、 連 続 、
又 は 断 続 的 の い ず れ か で あ り 、 そ の た め 前 記 第 二 流 体 は 針 末 端 か ら パ ル ス 、 連 続 又 は 断 続
的 な 流 体 流 動 で 排 出 さ れ る 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 ク レ ー ム 22～ 29の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 流 体 容 器 が 第 二 注 射 器 で あ
り 、 前 記 第 二 流 体 排 出 装 置 が そ の 第 二 注 射 器 内 を ス ラ イ ド す る 第 二 プ ラ ン ジ ャ で あ る も の
。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 ク レ ー ム 22の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 一 流 体 供 給 装 置 や 前 記 第 二 流 体 供 給 装 置 の 始
動 を 切 り 替 え る ス イ ッ チ 部 材 を さ ら に 含 む も の 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 ク レ ー ム 22の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 二 流 体 が 治 療 剤 で あ る も の 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 ク レ ー ム 32の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 治 療 剤 が 下 記 の ど れ か 一 つ 又 は 複 数 を 含 む も の
：
　 　 　 a.　 液 体 薬 剤 ，
　 　 　 b.　 流 体 に 浮 遊 性 固 形 薬 剤 ，
　 　 　 c.　 ミ ク ロ ス フ ェ ア 溶 離 薬 、 又 は 流 体 に 浮 遊 す る そ の 他 の 音 響 的 に 活 性 化 さ れ る 薬
の 投 薬 シ ス テ ム ，
　 　 　 d.　 放 射 性 同 位 元 素 と 表 示 し て あ る 薬 剤 ，
　 　 　 e.　 放 射 性 同 位 元 素 と 表 示 し て あ る 粒 子 ，
　 　 　 f.　 CT ス キ ャ ン 、 MRI、 超 音 波 、 又 は X線 を 含 む 画 像 シ ス テ ム 用 画 像 シ ス テ ム 対 照
剤 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 ク レ ー ム ２ １ の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 指 定 の 医 療 構 成 要 素 が 生 体 組 織 検 査 を 行 う た
め の 組 織 吸 引 用 真 空 源 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 ク レ ー ム 21の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 指 定 の 医 療 構 成 要 素 が 流 体 内 で 使 用 又 は 物 質 の
排 出 に 使 用 す る た め の 真 空 源 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 ク レ ー ム 21の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 医 療 構 成 要 素 は 、 流 体 供 給 用 の カ テ ー テ ル を 含
む 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 ク レ ー ム 21の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 第 一 通 過 路 と 複 数 の 指 定 医 療 構 成 部 位 に 接 続 す
る 複 数 の 通 過 路 と の 間 の 連 絡 の た め の (a)～ (c)の 複 数 の 部 材 を 含 む 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 ク レ ー ム 1～ 37の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 収 容 部 を さ ら に 含 み 、 前 記 収 容 部 が
少 な く と も 前 記 流 体 容 器 、 前 記 ア ダ プ タ 、 又 は 前 記 針 の う ち ど れ か を 支 え る 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
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　 ク レ ー ム 38の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 そ の 収 容 部 が 手 動 操 作 に 適 応 し て い る も の 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 ク レ ー ム 1の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 操 作 に よ っ て 前 記 流 体 排 出 装 置 に 接 続 さ れ る 注 入 ポ
ン プ を さ ら に 含 み 、 前 記 ポ ン プ は 遠 隔 地 か ら 針 に 流 体 を 供 給 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 ク レ ー ム 40の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 収 容 部 を さ ら に 含 み 、 前 記 収 容 部 が 少 な く と も 前 記
第 一 導 管 、 前 記 ア ダ プ タ 、 又 は 前 記 針 の う ち ど れ か を 支 え る 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 ク レ ー ム 38、 39、 又 は 41の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 収 容 部 で サ ポ ー ト さ れ
、 前 記 第 一 通 過 路 と 連 絡 す る 前 記 第 一 導 管 に 接 触 し て い る 超 音 波 変 換 器 又 は マ ル チ 変 換 器
ア レ イ を さ ら に 含 み 、 そ の 超 音 波 変 換 器 又 は ア レ イ は 針 通 過 路 を 通 っ て 超 音 波 パ ル ス や 連
続 超 音 波 を 送 信 す る た め の も の で あ る 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 ク レ ー ム 38、 39、 又 は 41の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 超 音 波 変 換 器 プ ロ ー ブ 又 は
マ ル チ 変 換 器 ア レ イ を サ ポ ー ト す る ア ダ プ タ を さ ら に 含 み 、 そ の 超 音 波 変 換 器 プ ロ ー ブ 又
は ア レ イ は 針 通 過 路 を 通 っ て 超 音 波 パ ル ス や 連 続 超 音 波 を 送 信 す る た め の も の で あ る 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 ク レ ー ム 1～ 43の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 手 動 で 作 動 す る 注 射 器 に 組 み 込 ま れ
る 超 音 波 変 換 器 又 は マ ル チ 変 換 器 ア レ イ を さ ら に 含 み 、 そ の 超 音 波 変 換 器 又 は ア レ イ は 前
記 第 一 通 過 路 に 連 絡 す る 前 記 第 一 導 管 に 接 触 す る よ う 位 置 づ け ら れ て お り 、 針 通 過 路 を 通
っ て 超 音 波 パ ル ス や 連 続 超 音 波 を 送 信 す る た め の も の で あ る 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 ク レ ー ム 42又 は 43の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 超 音 波 変 換 器 は 、 周 波 数 、 継 続 期 間 、 モ
ー ド 、 超 音 波 パ ル ス の 強 さ を 制 御 し た り 、 表 示 し た り す る た め の 超 音 波 コ ン ト ロ ー ラ に 、
電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 ク レ ー ム 45の 超 音 波 的 拡 張 機 器 で 、 前 記 超 音 波 コ ン ト ロ ー ラ が そ の コ ン ト ロ ー ラ に 組 み
込 ま れ て い る も の 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 超 音 波 的 拡 張 機 器 を 検 出 す る シ ス テ ム で あ っ て 、
　 　 a.　 ク レ ー ム 1～ 41の い ず れ か の 超 音 波 的 拡 張 機 器 ； と
　 　 b.　 パ ル ス 送 受 信 用 超 音 波 変 換 器 ； と
　 　 c.　 超 音 波 表 示 装 置 ； と
　 　 d.　 電 気 的 に (a)～ (c)の 各 部 品 に 接 続 す る シ ス テ ム ・ コ ン ト ロ ー ラ と を 含 み 、 前 記 シ
ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ は 前 記 超 音 波 表 示 装 置 上 で 針 の 先 端 位 置 の 制 御 、 検 出 、 表 示 を 行 う 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 ク レ ー ム 47の シ ス テ ム で 、 前 記 シ ス テ ム ・ コ ン ト ロ ー ラ が 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 組 み 込 ま
れ て い る も の 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 超 音 波 拡 張 装 置 検 出 の た め の 方 法 で 、 下 記 ス テ ッ プ を 含 む 、
　 　 a.　 超 音 波 拡 張 装 置 の 針 の 末 端 か ら 流 体 を 投 与 す る 。 流 体 は 前 記 超 音 波 拡 張 装 置 に よ
る 検 出 の た め 指 定 さ れ た 流 動 率 を 持 ち 、 前 記 装 置 は 下 記 を 含 む ：  
　 　 i.　 先 端 に 排 出 口 付 き の 流 体 容 器 ，
　 　 ii.　 流 体 貯 蔵 容 器 を 定 義 す る 、 前 記 流 体 容 器 に 接 続 さ れ た 流 体 排 出 装 置 で あ っ て 、
前 記 排 出 装 置 は 前 記 流 体 貯 蔵 容 器 内 の 流 体 に 指 定 さ れ た 圧 力 を 加 え 、 前 記 流 体 を 貯 蔵 容 器
先 端 の 排 出 口 か ら 噴 出 し ，
　 　 iii.　 注 入 口 と 排 出 口 が あ り 、 そ の 二 口 間 を 第 一 通 過 路 と 定 め る こ と が で き る 第 一 導
管 ， 前 記 注 入 口 は 流 体 容 器 の 排 出 口 に あ た り 、 前 記 第 一 通 過 路 は 前 記 貯 蔵 容 器 に 接 続 し て
い る ，
　 　 iv.　 接 続 部 と 先 端 部 が あ り 、 そ の 間 を 針 の 通 過 路 と 定 め る こ と が で き る 針 ， 前 記 接
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続 部 が 前 記 第 一 通 過 路 の 排 出 口 に 接 続 さ れ 、 前 記 針 の 通 過 路 は 前 記 第 一 通 過 路 に 接 続 さ れ
，
　 　 v.　 操 作 に よ っ て 前 記 流 体 排 出 装 置 に 接 続 さ れ 、 指 定 さ れ た 圧 力 を 選 択 的 に 流 体 に 加
え る 流 体 供 給 装 置 ，
　 　 vi.　 上 記 に よ り 、 前 記 指 定 さ れ た 圧 力 が 加 わ る こ と に よ り 流 体 は 前 記 流 体 容 器 の 排
出 口 か ら 押 し 出 さ れ 、 前 記 第 一 通 過 路 、 前 記 針 通 過 路 を 通 り 第 一 流 出 路 を 移 動 し 、 前 記 流
動 率 で 、 流 体 は 前 記 針 先 端 部 か ら 排 出 さ れ ；
　 　 b.　 前 記 超 音 波 変 換 器 か ら 超 音 波 パ ル ス を 送 信 し 、
　 　 c.　 前 記 超 音 波 変 換 器 に よ り 超 音 波 パ ル ス を 受 信 し 、
　 　 d.　 末 端 か ら 排 出 さ れ た 前 記 流 体 を 検 出 す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 一 般 的 に 、 位 置 決 め に 超 音 波 の 誘 導 を 用 い る 医 療 機 器 に 関 連 し た も の で あ る 。 こ
の よ う な 機 器 は 、 例 え ば 、 プ ロ ー ブ 、 治 療 剤 の 投 与 、 身 体 内 流 体 の 排 出 、 生 体 組 織 検 査 の
実 行 、 診 断 画 像 剤 の 提 供 に 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 機 器 は 、 固 体 組 織 へ の 治 療 剤
の 分 散 を 向 上 さ せ 、 特 定 の 血 管 へ の 治 療 剤 の 投 与 に 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 機 器
は 、 加 熱 、 凍 結 、 ブ ラ キ 治 療 の い ず れ か に よ っ て 、 固 体 腫 瘍 の 切 除 を 行 う た め 、 患 者 の 体
内 に プ ロ ー ブ を 正 確 に 位 置 を 決 め る の に 用 い る こ と が で き る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 的 根 拠
生 体 組 織 検 査 の 処 置 に お い て 、 針 先 の 位 置 を 正 確 に リ ア ル タ イ ム で 知 る こ と は 明 白 な 条 件
で あ る 。 ま た 、 特 定 の 対 象 位 置 へ 薬 剤 を 投 与 す る こ と 、 及 び 針 を 刺 す こ と で 他 の 組 織 へ ダ
メ ー ジ が 発 生 す る こ と を 防 止 す る た め に も 望 ま し い 。
生 物 学 的 治 療 剤 は 、 こ れ か ら 20年 間 に 開 発 さ れ る 新 薬 の 半 分 以 上 を 成 す と 考 え ら れ て い る
が 、 往 々 に し て 大 型 の 粒 子 で あ り 血 流 内 で 急 速 に 劣 化 し 、 細 胞 膜 間 を 横 断 す る 能 力 が 制 限
さ れ て い る 。 口 腔 あ る い は 静 脈 注 射 に よ る 技 術 は 不 十 分 で あ る と 証 明 さ れ る こ と が 考 え ら
れ 、 生 物 学 的 治 療 剤 の い く 種 類 か に は 、 局 部 注 射 に よ る 投 与 を 要 求 す る も の も あ り 得 る 。
局 部 薬 剤 投 与 は 、 細 胞 毒 性 の 化 学 療 法 の 場 合 の よ う に 、 対 象 部 分 に お い て 治 療 剤 の 集 中 を
許 す 一 方 で 副 作 用 を 最 小 限 に 抑 え る 。 局 部 投 与 は ま た 、 要 求 さ れ る 投 与 量 の 減 少 に 帰 結 し
、 そ れ ゆ え コ ス ト の 削 減 に も つ な が る が 、 こ れ は 遺 伝 子 治 療 な ど へ の 応 用 に と っ て 利 点 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア ル コ ー ル 注 射 に よ る 肝 腫 瘍 の 切 除 な ど の 腫 瘍 内 注 射 は 、 針 の 正 確 な 位 置 決 め と 流 体 投
与 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 プ ロ ー ブ を 用 い た 固 体 腫 瘍 の 切 除 は 、 無 線 周 波 あ る い は マ イ ク ロ 波 （ RF又 は MW） 源 、 凍
結 （ 凍 結 手 術 ） 、 ブ ラ キ 治 療 の う ち い ず れ か を 用 い 、 加 熱 に よ っ て 実 行 さ れ る 。 腫 瘍 内 で
プ ロ ー ブ 先 端 を 正 確 に 位 置 決 め す る こ と は 、 効 果 の 高 い 治 療 に と っ て 明 ら か に 必 要 な 条 件
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 抗 血 管 新 生 剤 は 、 腫 瘍 に 栄 養 を 与 え る 血 管 を 攻 撃 し て 腫 瘍 に ダ メ ー ジ を 与 え る た め に 作
成 さ れ た 薬 剤 で あ る 。 ま た 、 こ う い っ た 血 管 の 塞 栓 形 成 あ る い は 凝 固 も 実 行 さ れ る 。 特 定
の 血 管 に 薬 剤 あ る い は 物 質 を 投 与 す る こ と を 可 能 と す る 機 器 に よ り 、 こ う い っ た 治 療 の 効
果 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ゲ ル 治 療 剤 は 通 常 高 度 の 粘 性 が あ り 、 標 準 の 注 射 器 で 患 者 に 投 与 す る こ と が 難 し い 可 能
性 が あ る 。 機 械 化 さ れ た あ る い は 電 動 化 さ れ た 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ 作 用 で 、 ゲ ル 薬 剤 投 与 の
人 間 工 学 の 向 上 が 実 現 す る と 考 え ら れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 超 音 波 映 像
　 超 音 波 は 、 診 断 目 的 で 身 体 の 内 部 を 画 像 表 示 す る 標 準 技 術 で あ り 、 こ う い っ た 画 像 は 通
常 、 灰 色 の 濃 淡 画 像 で モ ニ タ ー に 表 示 さ れ る 。 ド プ ラ 超 音 波 技 術 （ カ ラ ー ド プ ラ 検 査 術 、
パ ル ス ド プ ラ 超 音 波 、 連 続 波 CWド プ ラ 、 パ ワ ー ド プ ラ 検 査 術 ） は 通 常 、 血 流 の 計 測 あ る い
は 画 像 化 に 用 い ら れ る 。 超 音 波 信 号 は 移 動 中 の 血 球 か ら は ね 返 り 、 変 換 器 に 戻 る が 、 こ の
時 ド プ ラ 効 果 に よ っ て 戻 さ れ る エ コ ー の ピ ッ チ が 変 わ る 。 移 動 体 に ひ と つ の 色 を 割 り 当 て
、 患 者 の 内 臓 等 、 灰 色 の 背 景 に 対 し て カ ラ ー で 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ド プ ラ 超 音 波 法 は 、 直 径 約 7.5ミ ク ロ メ ー タ ー で 、 血 液 の 40か ら 45％ を 構 成 す る 生 物 学
的 凹 型 円 で あ る 赤 血 球 の 移 動 を 検 出 す る 。 カ ラ ー ド プ ラ 超 音 波 法 は 、 ミ ク ロ ン の 低 さ （ 1
ミ ク ロ ン ＝ 0.001ミ リ メ ー タ ー ） の ず れ を 、 各 音 域 に つ き 1か ら 100セ ン チ メ ー ト ル に お け
る ス ピ ー ド で 検 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 針 の 超 音 波 画 像 化
　 滑 ら か で 細 い 針 を 超 音 波 の 出 力 画 像 で 認 め る こ と は 、 超 音 波 パ ル ス が 針 に 対 し て 90度 に
近 い 角 度 で 接 近 し な い 限 り 困 難 で あ る 。 中 心 的 な 生 体 組 織 検 査 の 針 は 通 常 、 14か ら 18ゲ ー
ジ で あ る 一 方 で 、 薬 剤 投 与 に 用 い ら れ る 針 は 18か ら 26ゲ ー ジ 、 あ る い は そ れ 以 上 の 範 囲 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 針 先 端 の 超 音 波 可 視 性 を 向 上 さ せ る 複 数 の 特 許 が こ れ ま で に 取 得 さ れ て い る 。 そ の う ち
一 つ の 方 法 は 、 針 先 端 を 荒 く す る 、 あ る い は 溝 を 付 け る と い う も の で あ る が 、 こ れ は 針 挿
入 に よ る 外 傷 を 悪 化 さ せ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 超 音 波 可 視 性 を 向 上 さ せ る た め の そ の 他 の 方 法 に は 次 の も の が 含 ま れ る ： 超 音 波 反 射 を
高 め る た め に 針 先 端 に 泡 を 生 成 。 針 先 端 に 小 型 の 変 換 器 を 搭 載 す る 。 空 の 生 体 組 織 検 査 針
内 で 同 軸 上 挿 入 さ れ る 硬 質 の ス タ イ レ ッ ト を 振 動 さ せ る 。 注 射 器 の ソ レ ノ イ ド コ イ ル を 用
い 、 ス タ イ レ ッ ト を 経 度 的 に 往 復 運 動 さ せ る 。 変 換 器 を 用 い て 、 針 の 先 端 に 連 結 さ せ た 流
体 線 の 経 度 的 な 振 動 を 生 成 さ せ る 。 こ れ ら の 方 法 の 中 の い く つ か が 面 し た 困 難 は 、 動 き が
針 の 先 端 に 限 ら れ た も の で な い 、 ま た ド プ ラ 超 音 波 法 は 針 全 体 に 着 色 し た と い う も の で あ
っ た 。 中 の 空 い た ス タ イ レ ッ ト に 連 結 し た 拡 声 器 を 用 い た 発 明 は 、 ド プ ラ ビ ー ム の 入 射 角
度 に 関 わ ら ず 、 カ ラ ー 標 識 を 針 の 先 端 と し て 表 示 す る こ と に 成 功 し た が 、 組 織 物 質 は 、 挿
入 時 に 針 を 塞 ぎ 、 先 端 の カ ラ ー 信 号 を 停 止 す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 注 射 器 と 注 射 器 用 ポ ン プ
　 超 音 波 で 検 出 す る の に 十 分 な 速 度 と 時 間 で 患 者 に 流 体 を 投 入 す る こ と は 、 標 準 注 射 器 と
人 間 の 親 指 の 力 に よ っ て 達 成 で き る 。 し か し 、  流 体 の 動 き を 一 定 し て コ ン ト ロ ー ル し 、
超 音 波 を 用 い て 注 射 器 の 先 端 の 位 置 を 正 確 に 定 め る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ダ ブ ル バ レ ル の 注 射 器 用 ポ ン プ は 医 療 用 及 び エ ポ キ シ の 混 合 用 に 、 商 業 的 に 利 用 可 能 で
あ る 。 こ れ ら の 機 器 は 針 の 超 音 波 可 視 性 を 向 上 さ せ る こ と に 関 係 し な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で 制 御 さ れ 自 動 化 さ れ た 注 射 器 ポ ン プ は 、 確 立 し た 技 術 で あ る 。 注
射 器 ポ ン プ は 、 静 脈 経 由 で 制 御 さ れ た 量 の 薬 剤 を 、 時 間 を 計 測 し て 投 入 す る 方 法 で 患 者 に
投 与 す る の に 用 い る こ と が で き る 。 ポ ン プ の 中 に は 閉 塞 検 出 手 段 を 組 み こ ん で い る い る も
の も あ る 。 こ れ ら は 、 針 の 超 音 波 可 視 性 を 向 上 さ せ る 目 的 で 、 針 の 挿 入 時 、 流 体 パ ル ス を
排 出 す る よ う に 設 定 さ れ て い な い 。 商 業 製 薬 会 社 に は 以 下 が 含 ま れ る 。 研 究 所 で の 使 用 が
対 象 の Fisher Scientific社 。 イ ン シ ュ リ ン 　 ポ ン プ の Animas Corporation社 。 静 脈 注 入
ポ ン プ の Baxter社 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 医 療 機 器 の 流 体 圧 力 監 視
　 投 入 管 の 末 端 部 分 を 正 確 に 位 置 決 め す る た め の 圧 力 使 用 は 、 米 国 特 許 番 号 6， 251， 079
（ Gambale氏 他 。 『 Transthoracic drug delivery device (胸 郭 経 由 薬 剤 投 与 機 器 )』 ） で
発 表 さ れ た 。 し か し 、 こ の 発 明 品 は 、 胸 郭 経 由 で 薬 剤 を 投 与 す る た め 、 特 に 治 療 剤 が 排 出
さ れ て 心 筋 に 入 る よ う 、 薬 剤 投 与 管 に 平 行 し て 搭 載 さ れ た 圧 力 検 知 管 か ら 成 っ て い た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 組 織 の 流 体 調 整
　 針 を 使 わ な い 機 器 は 、 加 圧 ガ ス を 用 い 、  最 高 1秒 400メ ー ト ル の 速 度 で 皮 膚 経 由 で 流 体
を 押 し 入 れ る 。 正 確 に 制 御 さ れ た 流 動 率 と 流 動 量 の 流 体 パ ル ス は 、 治 療 剤 を 投 与 す る 前 に
組 織 を 調 整 し 、 薬 剤 の 分 散 状 態 を 向 上 さ せ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ミ ク ロ ス フ ェ ア の 超 音 波 破 裂
　 音 波 活 動 状 態 に あ る 薬 剤 投 与 シ ス テ ム は 、 ガ ス の 充 満 し た ミ ク ロ ス フ ェ ア か ら 成 る が 、
こ の ミ ク ロ ス フ ェ ア は 、 外 部 超 音 波 の 下 で は 、 破 裂 し て 身 体 の 特 定 の 部 位 内 で 治 療 構 成 物
を 噴 出 す る 。 音 波 活 動 状 態 に あ る 薬 剤 投 与 シ ス テ ム に は 以 下 が 含 ま れ る ： ミ ク ロ ス フ ェ ア
。 ミ ク ロ バ ブ ル 。 薬 剤 を 含 ま せ た ミ ク ロ ス ポ ン ジ 。 小 水 疱 、 膠 質 粒 子 、 リ ポ ソ ー ム 等 の 微
小 粒 子 。 治 療 剤 の 音 波 活 動 を 許 す 粒 子 を 持 つ そ の 他 の 薬 剤 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 福 岡 大 学 医 学 部 の 立 花 氏 他 が 『 The Use of Ultrasound for Drug Delivery (投 薬 の た
め の 超 音 波 使 用 )』 （ Echocardiography  Jnl Cardiovascular Ultrasound & Allied Tech
niques 18 (4)，  323-328.doi: 10.1046/j.1540-8175.2001.00323.x） で 次 の 通 り 、 一 つ
の 方 法 を 述 べ て い る 。 「 最 近 の 研 究 で 、 熱 を 生 じ な い 超 音 波 の エ ネ ル ギ ー が 、 様 々 な 組 織
と 組 織 障 害 へ 遺 伝 子 を 運 び 、 噴 出 す る の に 用 い ら れ る 、 エ コ ー 対 照 ミ ク ロ バ ブ ル の 薬 剤 噴
出 の 的 を 定 め 、 制 御 す る の に 用 い る こ と が で き る と 示 さ れ た （ 一 部 略 ） 」 。 ミ ク ロ ス フ ェ
ア 法 は 静 脈 経 由 の 投 与 の た め に 編 み 出 さ れ た も の で あ る が 、 注 射 器 に 変 換 器 が 搭 載 さ れ た
針 を 介 し 、 破 裂 超 音 波 パ ル ス が 投 与 さ れ れ ば 、 効 果 の 向 上 を 示 す こ と が あ る か も し れ な い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 時 間 逆 転 音 波 治 療
　 腫 瘍 な ど 内 部 該 当 部 分 に 、 患 者 の 皮 膚 に 接 触 す る 変 換 器 を 用 い 、 治 療 目 的 の 超 音 波 を 正
確 に 焦 点 当 て す る こ と は 大 変 困 難 で あ る こ と が こ れ ま で に 示 さ れ て い る 。 現 在 開 発 進 行 中
で あ る 時 間 逆 転 音 波 治 療 は 、 次 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ・ 腫 瘍 内 の 超 音 波 源 の 位 置 決 め
　 ・ 超 音 波 を 噴 出 し 、 患 者 に 接 触 す る 外 部 装 置 を 用 い て こ の 噴 出 物 を 追 跡 す る
　 ・ 内 部 超 音 波 を 退 け る
　 ・ 追 跡 さ れ た 噴 出 パ タ ー ン を 用 い 、 治 療 目 的 の 超 音 波 を 外 部 装 置 の 要 求 に 従 っ て 適 用 し
、 該 当 点 に 正 確 に 超 音 波 の 焦 点 を 当 て る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 要 約
　 超 音 波 可 視 性 を 向 上 さ せ た 医 療 機 器 が 提 供 さ れ る 。 超 音 波 的 に 向 上 し た 本 機 器 は 以 下 で
構 成 さ れ る ： 排 出 端 部 の あ る 流 体 容 器 。 流 体 の 含 有 器 を 定 め る た め の 、 前 述 流 体 容 器 と 連
結 配 置 さ れ る 流 体 排 出 装 置 。 流 体 含 有 器 か ら 排 出 端 部 を 介 し 前 述 流 体 の 噴 出 を 行 う 目 的 で
、 含 有 器 内 の 流 体 に 指 定 さ れ た 圧 力 を 適 用 す る た め の 排 出 装 置 。 一 方 の 端 部 に 注 入 口 、 ま
た 別 の 端 部 に 排 出 口 を も ち 、 そ の 間 の 通 り 道 を 定 め る 第 一 導 管 。 流 体 容 器 の 排 出 端 部 に 配
置 さ れ た 注 入 口 。 含 有 器 と 通 じ る 第 一 通 過 路 。 ／ コ ネ ク タ 端 部 と 末 端 部 を 持 ち 、 そ の 間 の
針 の 通 過 路 を 定 め る 針 。 第 一 導 管 の 排 出 口 部 に 配 置 さ れ た コ ネ ク タ 。 第 一 通 過 路 と 通 じ る
針 通 過 路 。 ／ 指 定 さ れ た 流 体 へ の 圧 力 を 選 択 的 に 適 用 す る 目 的 で 、 流 体 排 出 装 置 に 機 能 的
に 連 結 し て い る 流 体 供 給 装 置 。 そ れ に よ っ て 指 定 さ れ た 圧 力 は 、 流 体 容 器 の 排 出 端 部 を 介
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し て 流 体 を 排 出 し 、 最 初 の 流 路 を 、 第 一 通 過 路 と 針 通 過 路 を 介 し て 移 動 し 、 超 音 波 で の 検
出 用 に 選 択 さ れ た 流 体 の 流 動 率 に お い て 、 端 部 で 排 出 さ れ る 。 流 体 は 、 塩 分 そ の も の や 、
他 の 治 療 剤 と の 組 み 合 わ せ 等 、 音 波 発 生 性 の 流 体 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 医 療 機 器 は 全 体 を 収 容 す る こ と も 、 一 部 を ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 に 収 容 す る こ と も 可 能
で あ る 。 流 体 容 器 は 注 射 器 の 形 態 に す る こ と が で き 、 流 体 排 出 装 置 は 、 注 射 器 用 プ ラ ン ジ
ャ の 形 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 針 が 患 者 身 体 内 の 深 部 に 挿 入 さ れ る と 、 超 音 波 画 像 シ ス テ ム が 検 出 、 表 示 で き な く な る
こ と が あ る 。 本 発 明 は 、 患 者 に 針 が 挿 入 さ れ る の と 同 時 に 流 体 が 投 入 さ れ る こ と を 可 能 に
す る 。 こ の 流 体 は 短 距 離 を 移 動 し て 後 、 該 当 患 者 の 組 織 に よ っ て ス ピ ー ド が 緩 み 、 停 止 さ
れ る が 、 こ の 速 度 と 移 動 距 離 は 超 音 波 画 像 化 シ ス テ ム で 検 出 可 能 と な る の に 十 分 な 程 度 で
あ る 。 流 体 の 移 動 あ る い は パ ル ス は 、 リ ア ル タ イ ム の 超 音 波 の 誘 導 の 下 、 針 の 先 端 の 位 置
を 強 調 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 針 の 先 端 位 置 は 挿 入 中 、 特 定 の 器 官 や 癌 腫 瘍 な ど 、 望 ま し い 実 行 点 に い た る ま で 監 査 す
る こ と が で き る 。 一 定 の 実 施 例 に お い て は 、 ア ダ プ タ が 、  針 を 該 当 機 器 に  解 除 で き る 状
態 で 連 結 さ せ る 。 望 ま し い 実 行 点 に 到 達 す れ ば 、 針 を 分 離 し 、 他 の 針 又 は プ ロ ー ブ に 取 り
替 え る こ と が で き る 。 あ る い は 、 も う ひ と つ の 手 段 と し て プ ロ ー ブ を 針 の 通 過 路 内 に 用 い
る こ と も で き る 。 様 々 に 異 な る 治 療 に 、 様 々 に 異 な る プ ロ ー ブ を 用 い る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 該 当 医 療 機 器 は ま た 、 以 下 を 含 め る こ と も で き る ： 開 口 部 コ ネ ク タ 。 ／ 第 二 注 入 口 端 部
と 第 二 排 出 口 端 部 を 持 ち 、 そ の 間 の 第 二 の 通 過 路 を 定 め る 第 二 の 導 管 。 第 二 排 出 口 端 部 が
前 述 開 口 部 コ ネ ク タ 部 分 に 配 置 さ れ て い る も の 。 ／ 第 二 の 注 入 口 を 指 定 さ れ た 医 療 構 成 部
位 に 接 続 す る 目 的 で 、 第 二 の 注 入 口 端 部 に 配 置 さ れ た 第 二 の コ ネ ク タ 。 そ れ に よ り こ の ポ
ー ト コ ネ ク タ は 、 第 二 の 通 過 路 と 第 一 の 通 過 路 を 通 じ さ せ る た め 、 第 一 の 導 管 の 指 定 位 置
又 は バ ル ブ 部 位 に 配 置 さ れ る 。 第 二 注 射 器 の 形 態 の 第 二 の 流 体 容 器 、 第 二 注 射 器 用 第 二 プ
ラ ン ジ ャ の 形 態 の 流 体 排 出 装 置 を 含 め 、 様 々 な 医 療 構 成 部 位 を 選 択 す る こ と が 可 能 で あ る
。 こ の 第 二 注 射 器 は 、 治 療 剤 の 投 与 に 用 い る こ と が で き る 。 も う 一 つ の 方 法 と し て 、 医 療
構 成 部 位 が 、 生 体 組 織 検 査 の プ ロ セ ス に 用 い る た め の 真 空 源 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 望 ま し い 実 行 点 に お い て 、 こ の 機 器 の 異 な る 実 施 例 を 以 下 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ・ 治 療 薬 剤 等 、 第 二 の 流 体 を 投 与
　 ・ 生 体 内 で 混 合 さ れ る 、 2部 位 か ら 成 る 治 療 剤 等 、 複 数 の 流 体 を 投 与
　 ・ 生 体 組 織 検 査 の た め の 組 織 吸 引 又 は 真 空 ポ ン プ を 用 い て 身 体 流 体 を 排 出
　 ・ 単 数 あ る い は 複 数 の プ ロ ー ブ を 用 い て 腫 瘍 切 除
　 ・ 柔 軟 性 の あ る 流 体 導 管 を 再 度 の 投 薬 と 局 部 化 し た 投 薬 を 可 能 に す る よ う 位 置 決 め
　 ・ 固 体 組 織 へ の 治 療 剤 の 分 散 を 制 御
　 ・ 薬 剤 溶 出 又 は 放 射 性 の 標 識 を つ け た 粒 子 等 、 固 体 組 織 へ の 粒 子 の 逗 留 化
　 ・ 特 定 の 血 管 へ の 治 療 剤 の 投 与
　 ・ 針 を 介 し て 伝 達 さ れ る 超 音 波 パ ル ス を 用 い て 治 療 剤 の 分 散 を 拡 大
　 ・ 針 を 介 し て 伝 達 さ れ る 超 音 波 パ ル ス を 用 い 、 生 体 内 で 薬 剤 を 溶 出 す る ミ ク ロ ス フ ェ ア
を 破 裂
　 ・ 超 音 波 源 を 、 腫 瘍 な ど の 望 ま し い 点 に 置 き 、 時 間 逆 転 の 音 波 治 療 を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 針 が 挿 入 さ れ て い る 間 、 針 の 先 端 の 位 置 を 強 調 す る 音 波 性 の 流 体 は 、 継 続 的 に 、 あ る い
は 中 断 さ せ な が ら ポ ン ピ ン グ す る こ と が で き る 。 本 発 明 を 機 械 化 し た 実 施 例 に お い て 、 こ
れ は 手 動 制 御 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 電 機 的 実 施 例 に お い て は 、 こ れ は 手 動 制 御
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に よ っ て 、 あ る い は プ ロ セ ッ サ を 用 い た プ ロ グ ラ ム 化 パ ル ス に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 針 の 先 端 の 位 置 は 超 音 波 表 示 装 置 か ら 監 査 す る こ と が で き 、 流 体 の 流 動 率 を 調 節 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 で 検 出 で き る 空 間 量 に 変 化 が 与 え ら れ 、 針 の 先 端 の
位 置 が 正 確 に 定 義 さ れ た 画 像 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は ま た 、 超 音 波 シ ス テ ム 及 び 超 音 波 的 に 向 上 さ せ た こ う い っ た 機 器 を 用 い る 方 法
を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に お い て 「 機 器 」 と 呼 称 す る 場 合 、 「 装 置 」 あ る い は 「 組 み 立 て 品 」 を 含 む も の
で あ り 、 そ れ ら が 適 当 な 調 節 を 経 て シ ス テ ム に 統 合 さ れ る も の で あ る と 理 解 し て い た だ け
れ ば 幸 い で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 機 器 が 、 医 療 診 断 、 治 療 、 外 科 手 術 、 そ の 他 同 様 の も の な ど 、 様 々 な 用
途 に 適 用 さ れ 、 ま た 適 当 な 修 正 を 加 え て 獣 医 学 適 用 に 同 様 の 方 法 で 用 い る こ と も 可 能 で あ
る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ ま で の 記 述 は 本 発 明 の 主 な 特 徴 と 選 択 可 能 な 点 の い く つ か を 要 約 し た も の で あ る 。
本 発 明 は さ ら に 、 図 面 を 伴 っ た 好 ま し い 実 施 例 の 記 述 に よ っ て 理 解 さ れ る こ と が で き る 。
以 降 は こ れ に つ い て 述 べ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 面 の 概 説
　 付 随 の 図 面 は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 し て お り 、 各 図 面 に 続 く 説 明 と 合 わ せ 、 本
発 明 の 原 理 を 説 明 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 面 1は 、 薬 剤 の 投 与 に 用 い ら れ る 本 発 明 の 電 機 的 実 施 例 を 示 し て い る 。
図 面 2は 、 生 体 組 織 検 査 の 実 施 に 用 い ら れ る 本 発 明 の 電 機 的 実 施 例 を 示 し て い る 。
図 面 3は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 を 横 か ら 見 た も の で 、 治 療 剤 （ 非 記 載 ） 及 び プ ラ ン ジ ャ 付 き
注 射 器 に 含 ま れ る 音 波 性 流 体 も 示 し て い る 。
図 面 3Aは 、 流 体 の 流 動 及 び 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の 機 械 的 ド ラ イ ブ の 上 面 を 見 た も の で 、 治
療 剤 と 音 波 性 流 体 は 注 射 器 に 含 ま れ て い る 。
図 面 4は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の ス イ ッ チ 機 構 と 機 械 的 ド ラ イ ブ 部 分 と の 等 面 図 で あ っ て 、
薬 剤 の 投 与 用 に 設 定 さ れ て い る 。
図 面 5Aと 5Bは 、 流 体 を 投 与 す る の に 機 械 的 機 構 を 用 い た 本 発 明 の 実 施 例 を 上 面 及 び 横 面 で
見 た も の で あ る 。
図 面 6は 、 商 用 静 脈 注 入 ポ ン プ に 接 続 し た ハ ン ド ヘ ル ド ・ ア ダ プ タ で 構 成 さ れ る 本 発 明 の
実 施 例 を 示 し て い る 。
図 面 7は 、 針 を 介 し て 患 者 に 超 音 波 投 与 す る こ と を 可 能 に す る た め 、 超 音 波 源 が ハ ン ド ヘ
ル ド 装 置 に 統 合 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し て い る 。
図 面 8は 、 音 波 性 流 体 及 び そ の 他 2種 類 の 治 療 剤 の 3種 類 の 流 体 用 の 管 を 用 い た 実 施 例 を 示
し て い る 。
図 面 9Aと 9Bは 、 注 射 器 ポ ン プ に 腫 瘍 切 除 プ ロ ー ブ が 統 合 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し
て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で は 、 以 下 に 続 く 図 面 に 説 明 さ れ る 、 本 発 明 に 適 当 な 様 々 な 実 施 例 に つ い て 詳 細 を
述 べ る 。 本 記 述 は 例 示 的 な も の で あ り 、 本 発 明 と 作 動 の 原 理 の 理 解 を 援 助 す る こ と が 目 的
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 機 器 群 に は 、 針 か ら の 音 波 性 流 体 及 び そ の 分 析 を 提 供 す る 手 段 が 含 ま れ て お り
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、 そ の 目 的 は 針 の 先 端 の 超 音 波 可 視 性 を 向 上 さ せ る こ と で あ る 。 本 機 器 群 は 、 ハ ン ド ヘ ル
ド 装 置 か ら 構 成 さ れ る 場 合 と 、 流 体 管 、 電 源 、 計 測 装 置 等 そ の 他 の 構 成 部 位 に 接 続 さ れ て
い る ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム か ら 構 成 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 針 と い う 用 語 は 、 中 が 空 洞 の 細 い 器 具 で 、 挿 入 の た め に 刺 す 、 も し く は 組 織 、 器 官 、 腔
を プ ロ ー ブ す る 目 的 で 操 作 す る こ と が 考 え ら れ る 、 い か な る も の も 含 む こ と が 意 図 さ れ て
い る 。 該 当 の 針 は 、 患 者 の 体 内 へ 物 質 を 誘 導 す る か 又 は 体 内 か ら 物 質 を 取 り 除 く 、 あ る い
は そ の 他 の 治 療 的 、 診 断 的 機 能 を 実 施 す る た め に 用 い る こ と が で き る 。 針 と い う 用 語 は 、
ロ ッ ド 又 は ワ イ ヤ 状 の 医 療 機 器 、 カ ニ ュ ー レ 、 プ ロ ー ブ 、 管 、 ル ー メ ン 、 ス タ イ レ ッ ト 等
を 含 む こ と が 意 図 さ れ て い る 。 患 者 は 、 人 間 を 含 め 適 当 な 動 物 が 対 象 と な る こ と と 考 え ら
れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 流 体 と は 、 適 当 な 液 体 、 浮 遊 体 、 又 は ガ ス の 全 て を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 流 体 供 給 装 置 と は 、 注 射 器 ポ ン プ 、 可 変 速 度 の 流 体 移 動 ポ ン プ 、 蠕 動 ポ ン プ 、 又 は 流 体
を ポ ン プ す る そ の 他 の 手 段 で あ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 流 体 供 給 装 置 は 、 バ ネ の 伸 縮 又 は そ の 他 の 機 械 的 方 法 等 な ど の 機 械 的 手 段 、 電 気 モ ー タ
、 ソ レ ノ イ ド ド ラ イ ブ そ の 他 の 電 機 的 装 置 又 は 空 気 力 学 あ る い は 水 力 学 的 手 段 に よ っ て 駆
動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 機 器 の 電 機 的 実 施 例 は 図 面 1、 2、 3、 3A、 4に 示 さ れ て お り 、 以 下 か ら 構 成 さ れ る ： ハ
ン ド ヘ ル ド 装 置 。 針 。 針 ア ダ プ タ 。 2種 類 の 異 な る 流 体 を 含 む 注 射 器 。 流 体 導 管 。 流 体 ポ
ン プ 。 コ ン ト ロ ー ル 。 圧 力 セ ン サ 。 流 動 セ ン サ 。 流 体 ス イ ッ チ 機 構 。 バ ル ブ 。 電 気 ス テ ッ
パ モ ー タ 。 ド ラ イ ブ 軸 。 リ ン ケ ー ジ 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 面 1は 、 患 者 の 身 体 の 該 当 深 部 に お い て 局 部 化 さ れ た 薬 剤 投 与 を 実 施 す る の に 本 機 器
が 用 い ら れ る 様 子 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 超 音 波 変 換 器 (1)は 、 患 者 (2)の 内 部 を 超 音 波 表 示 (3)で 画 像 化 す る た め 、 パ ル ス を 送 信
及 び 受 信 す る 。 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)は 、 針 (6)を 望 ま し い 実 行 点 (4)、 器 官 、 腫 瘍 そ の 他
に 向 か っ て 患 者 に 挿 入 す る の に 用 い ら れ る 。 流 体 は 、 針 (7)の 先 端 か ら 十 分 な 速 度 で 噴 出
し 、 十 分 な 移 動 距 離 が あ り 、 超 音 波 で 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 流 体 速 度 と 移 動 距 離 は 、 1セ ン チ /１ 秒 か ら 最 高 100メ ー ト ル /１ 秒 及 び 10ミ ク ロ ン か ら 最
高 2セ ン チ メ ー ト ル と 、 超 音 波 で 広 範 囲 に 検 出 す る こ と が で き る 。 さ ら に 広 い 幅 で 検 出 す
る こ と も 可 能 で あ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 超 音 波 装 置 は 血 流 の 画 像 化 に 用 い る こ と が で き 、 ソ ノ グ ラ フ 技 師 は 往 々 に し て そ の 経 験
を 有 し て い る 。 そ の た め 、 音 波 流 体 の 流 動 率 を 1秒 に つ き 30か ら 300セ ン チ メ ー ト ル に 設 定
し 、 人 間 の 血 管 に 通 常 見 ら れ る 流 動 率 に 合 わ せ る と 好 都 合 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 針 の 位 置 の リ ア ル タ イ ム 監 査 は 、 標 準 超 音 波 、 ド プ ラ 超 音 波 の 双 方 で 可 能 で あ る 。 ド プ
ラ 法 を 選 ん だ 場 合 、 該 当 患 者 の 内 蔵 は 灰 色 の 濃 淡 画 像 で 表 示 さ れ 、 針 の 先 端 の 流 体 の 噴 出
に つ い て は 特 定 の 色 が 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)の 末 端 部 に 搭 載 さ れ た 流 動 計 セ ン サ (8)は 、 流 動 計 (9)に 接 続 し て
い る 。 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)の 末 端 部 に 搭 載 さ れ た 圧 力 セ ン サ (10)は 、 圧 力 計 (11)に 接 続
し て い る 。 ト リ ガ ー コ ン ト ロ ー ル (12)及 び (13)は 、 流 動 率 を 調 整 す る 目 的 で 、 流 動 を オ ン
又 は オ フ に 切 り 替 え る の に 用 い る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 針 の 挿 入 時 、 流 体 流 動 率 が 高 過 ぎ る 状 態 で 噴 出 し た 場 合 、 組 織 が 崩 壊 す る 場 合 が あ り 、
そ う な れ ば 流 体 の 分 散 が 予 見 で き な い も の と な り 得 る 。 流 体 は 複 数 の 方 向 に 数 セ ン チ メ ー
ト ル 流 れ る こ と が 考 え ら れ 、 針 の 先 端 の 正 確 な 監 査 を 行 う に は ス ペ ー ス 量 が 大 き 過 ぎ る こ
と が 超 音 波 に よ っ て 検 出 さ れ る こ と が 考 え ら れ る 。 そ の た め 、 流 体 移 動 域 を 針 の 先 端 の 近
隣 で 少 量 ス ペ ー ス に 制 限 す る に は 、 リ ア ル タ ム 流 動 率 の 調 整 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
該 当 位 置 と 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ の 速 度 を 認 知 し 、 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 し て い る 変 換 器 を 流 体
流 動 率 の 認 知 に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ (14)は 、 ワ イ ヤ ラ ッ プ ケ ー ブ ル (27)を 介 し て 、 手 動 コ ン ト ロ ー ル 、 電 源 と
ド ラ イ バ (15)、 流 動 計 (9)、 圧 力 計 (11)、 入 力 /出 力 (17)、 流 動 計 /ポ ン プ 圧 力 表 示 装 置 (18
)に 接 続 さ れ て い る マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ 入 力 /出 力 (17)は 、 パ ル ス 化
さ れ た 流 動 そ の 他 を 特 定 す る コ マ ン ド の 入 力 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 電 源 と ド ラ イ バ (15)は 、 ド ラ イ ブ 軸 （ 非 記 載 ） に 連 結 し た 注 射 器 ポ ン プ モ ー タ (16)を 駆
動 し 、 音 波 流 体 (19)を 含 む 注 射 器 用 の プ ラ ン ジ ャ (20)を 作 動 す る 。 針 先 (7)が 望 ま れ る 実
行 点 (4)に 位 置 す る と 、 「 流 体 1」 の 移 動 が 停 止 す る こ と が 考 え ら れ 、 「 流 体 2」 の 治 療 剤
（ 注 射 器 は 非 記 載 ） を 患 者 (2)に 投 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 流 動 率 へ の リ ア ル タ イ ム の 微 調 整 及 び 投 与 済 の 治 療 剤 の 量 の コ ン ト ロ ー ル を 可 能 に す る
た め 、 以 下 を 特 定 す る こ と が で き る ： モ ー タ の 分 回 転 数 の 範 囲 。 モ ー タ 連 結 、 ド ラ イ ブ 軸
、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 連 結 の 間 の ギ ア 率 。 モ ー タ ド ラ イ バ カ ー ド 。 自 動 コ ン ト ロ ー
ル 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 流 体 移 動 は 、 押 ボ タ ン (22)に 接 続 し た 手 動 ス イ ッ チ 機 構 (23)を 用 い て 切 り 替 え る 。 ス イ
ッ チ 機 構 (23)は 、 一 つ の 注 射 器 か ら も う 片 方 の 注 射 器 へ 、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 を 同
時 に 機 能 オ ン /オ フ し 、 ひ と つ の 注 射 器 か ら も う 片 方 の 注 射 器 へ 流 体 バ ル ブ (21)の 切 り 替
え も 行 う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 針 の 先 端 を 強 調 す る た め に 針 の 挿 入 中 噴 出 す る 音 波 性 流 体 で あ る 「 流 体 1」 に は 数 々 の
選 択 肢 が あ る 。 主 な 条 件 は 、 「 流 体 1」 が 生 物 学 的 に 比 較 的 無 害 で あ り （ 無 菌 塩 水 な ど ）
、 音 波 的 に 周 囲 の 組 織 環 境 と 対 照 を 成 す こ と で あ る 。 流 体 は 、 組 織 環 境 に 比 べ 多 少 の 音 波
性 が あ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 「 流 体 1」 は 、 治 療 剤 で あ る 「 流 体 2」 に 対 し て 最 小 の 逆 作 用 を 持 っ て い る こ と が 必 要 で
あ る が 、 こ れ は 「 流 体 1」 の 投 与 と 「 流 体 2」 の 投 与 の 間 に 、 針 と 流 体 導 管 は 空 に な ら な い
た め で あ る 。 「 流 体 1」 に は 、 感 染 防 止 の た め の 薬 剤 、 治 療 剤 の 移 動 を 助 け る 、 又 は こ れ
に 抗 す る も の 等 、 治 療 剤 の 効 果 を 高 め た 薬 剤 が 含 ま れ て い て も か ま わ な い 。 ま た 、 粘 度 を
減 少 さ せ る た め の 化 学 添 加 物 を 含 ん で い て も か ま わ な い 。 「 流 体 1」 は 、 輸 血 を 行 う こ と
が 決 定 し た 患 者 の 血 液 、 音 波 性 ガ ス 、 無 菌 性 の 水 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 代 わ り に 二 酸 化 炭 素 ガ ス は 体 内 で 分 散 し 、 明 ら か に 音 波 性 で あ る た め 、 音 波 製 流 体 と し
て 適 当 で あ る か も し れ な い 。 液 体 の 充 満 し た 針 を 介 し 、 小 さ な ガ ス 泡 の 形 態 で 患 者 に 投 与
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 実 行 点 で 投 与 さ れ る 治 療 剤 で あ る 「 流 体 ２ 」 は 以 下 で あ る こ と が 考 え ら れ る ： 液 体 薬 剤
。 流 体 浮 遊 性 固 体 薬 剤 粒 子 。 流 体 浮 遊 性 ミ ク ロ ス フ ェ ア 溶 離 薬 。 針 を 介 し 、 圧 力 に よ っ て
投 与 さ れ る そ の 他 の 治 療 剤 。 治 療 剤 は 、 少 量 の 0.2か ら 1.0ミ リ リ ッ ト ル を 投 与 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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　 本 機 器 は 投 与 さ れ た 薬 剤 の 分 散 パ タ ー ン を コ ン ト ロ ー ル す る の に 用 い る こ と が で き る 。
針 の 先 端 が 実 行 点 に 置 か れ る と 音 波 性 流 体 が 繰 り 返 し 、 必 要 に 応 じ 様 々 な 流 動 率 で 振 動 し
、 流 体 分 散 パ タ ー ン が 監 査 さ れ る 。 こ れ ら 予 備 的 流 体 振 動 の 流 動 率 の 高 さ は 、 実 行 点 で 組
織 を 調 整 す る の に 十 分 な も の で あ り 、 こ れ は 薬 剤 の 分 散 に と っ て 好 都 合 と な る 可 能 性 が あ
る 。 分 散 パ タ ー ン が 満 足 の い く も の と な れ ば 、 第 二 流 体 で あ る 治 療 剤 を 投 与 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 機 器 は 、 浮 遊 性 粒 子 を パ ル ス さ せ て 固 体 組 織 へ 入 れ る の に 用 い る こ と が で き 、 こ の 粒
子 は 組 織 内 に 逗 留 し 、 よ り 長 い 期 間 に わ た っ て 局 部 化 治 療 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ ら 粒
子 は 、 薬 剤 溶 離 性 、 薬 剤 含 有 性 の ミ ク ロ ス フ ェ ア 、 生 物 分 解 性 粒 子 、 標 識 化 さ れ た ガ ラ ス
フ リ ッ ト 、 標 識 化 さ れ た 金 属 性 、 陶 磁 性 、 プ ラ ス チ ッ ク 性 、 そ の 他 の 浮 遊 性 固 体 治 療 剤 で
あ る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 機 器 は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 に 搭 載 さ れ た 流 体 圧 力 計 を 用 い て 特 定 の 血 管 に 治 療 剤 を 投
与 す る の に 用 い る こ と が で き る 。 一 定 の 流 動 率 を 維 持 す る の に 必 要 な 圧 力 は 変 化 す る が 、
こ れ は 、 背 後 の 圧 力 が 変 化 す る た め で あ る 。 針 の 先 端 が 血 管 壁 を 通 り 抜 け 、 音 波 性 流 体 が
直 接 、 動 脈 又 は 静 脈 内 に 噴 出 さ れ る と 背 後 の 圧 力 が 落 下 す る こ と が あ る 。 そ の た め 、 圧 力
と 圧 力 の 変 化 率 を 監 査 す る こ と で 、 針 は 特 定 の 血 管 に 直 接 薬 剤 を 投 与 す る 場 所 に 置 く こ と
が で き る 。 こ の シ ス テ ム に は 、 聴 覚 的 あ る い は 視 覚 的 ア ラ ー ム 装 置 を 統 合 し 、 ポ ン プ 圧 力
の 落 下 及 び 針 の 先 端 が 血 管 壁 を 通 過 す る に 伴 い 信 号 を 送 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 面 2は 、 本 機 器 が 患 者 内 の 一 定 の 深 さ で 生 体 組 織 検 査 が 実 施 さ れ る の に 用 い ら れ て い
る 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 超 音 波 変 換 器 (1)は 、 パ ル ス の 送 信 と 受 信 を 行 い 、 超 音 波 表 示 装 置 (3)に お い て 患 者 (2)
の 内 部 を 画 像 化 し て い る 。 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)は 、 患 者 内 部 の 望 ま れ る 実 行 点 (4)、 器 官
、 腫 瘍 そ の 他 に 針 (6)を 挿 入 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 流 体 は 、 針 (7)の 末 端 部 か ら 十 分 な 速 度 と 十 分 な 移 動 距 離 を 経 て 噴 出 さ れ 、 超 音 波 で 検
出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)の 末 端 部 に 搭 載 さ れ た 流 動 計 セ ン サ (8)は 、 流 動 計 (9)に 接 続 し て
い る 。 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)の 末 端 部 に 搭 載 さ れ た 圧 力 セ ン サ (10)は 、 圧 力 計 (11)に 接 続
し て い る 。 ト リ ガ ー ・ コ ン ト ロ ー ル (12)と (13)は 、 流 動 を オ ン 又 は オ フ に 切 り 替 え る こ と
、 及 び 流 動 率 を 調 整 す る こ と に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ (14)は 、 ワ イ ヤ ラ ッ プ ケ ー ブ ル (27)を 介 し て 以 下 に 接 続 し て い る マ イ ク ロ
プ ロ セ ッ サ で あ る ： 手 動 コ ン ト ロ ー ル 。 電 源 と ド ラ イ バ (15)。 流 動 計 (9)。 圧 力 計 (11)。
入 力 /出 力 (17)。 真 空 源 (33)。 バ ル ブ (32)。 流 動 計 /ポ ン プ 圧 力 /真 空 表 示 装 置 (18)。 コ ン
ト ロ ー ラ 入 力 /出 力 (17)は 、 コ マ ン ド の 入 力 を 許 可 し 、 パ ル ス 化 流 動 そ の 他 を 特 定 す る こ
と が で き る 。 真 空 源 (33)は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)に 、 真 空 ラ イ ン (34)で 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 電 源 と ド ラ イ バ (15)は 、 ド ラ イ ブ 軸 （ 非 記 載 ） に 連 結 し た 注 射 器 ポ ン プ モ ー タ (16)を 駆
動 す る 。 ド ラ イ ブ 軸 は 、 サ ポ ー ト ロ ッ ド (31)に 沿 っ て ス ラ イ ド す る プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 (2
9)を 駆 動 し 、 音 波 性 流 体 (19)を 含 む 注 射 器 用 に 、 プ ラ ン ジ ャ (20)を 作 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 針 の 先 端 (7)が 望 ま し い 実 行 点 (4)に 置 か れ る と 、 流 体 の 移 動 が 停 止 し 、 バ ル ブ (32)が 閉
ま る こ と が 考 え ら れ る 。 真 空 源 (33)は 、 こ の 時 点 で 、 生 体 組 織 検 査 用 に 組 織 を 吸 入 す る 目
的 で 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 生 体 組 織 検 査 を 実 施 す る 目 的 で 針 と と も に ス タ イ レ ッ ト を 用 い て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 面 3は 、 薬 剤 の 投 入 向 け に 設 定 さ れ た 、 本 機 器 の ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ こ に 示 さ れ て い る の は 、 針 を 維 持 す る た め の 針 ア ダ プ タ (26)の 付 い た ハ ン ド ヘ ル ド 装
置 (5)で 、 患 者 の 身 体 内 に 薬 剤 を 投 与 す る も の で あ る 。 セ ン サ (8)は 、 流 体 流 動 率 を 検 出 す
る 。 圧 力 セ ン サ (10)は 流 体 圧 力 を 検 出 す る 。 位 置 セ ン サ (24)の 付 い た 上 部 ト リ ガ ー コ ン ト
ロ ー ル (12)は 流 動 率 を 設 定 す る の に 用 い ら れ 、 下 部 ト リ ガ ー (13)と ス イ ッ チ (25)は 、 流 動
の オ ン /オ フ を 切 り 替 え る の に 用 い ら れ る 。 流 動 セ ン サ (8)、 圧 力 セ ン サ (10)、 上 部 ト リ ガ
ー 位 置 セ ン サ (24)、 下 部 ト リ ガ ー ス イ ッ チ (25)は 、 ワ イ ヤ ラ ッ プ ・ ケ ー ブ ル (27)を 介 し て
接 続 さ れ 、 ワ イ ヤ ラ ッ プ ・ ケ ー ブ ル (27)は 流 動 計 、 圧 力 計 、 コ ン ト ロ ー ラ に 対 し て 出 さ れ
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 電 源 と ド ラ イ バ カ ー ド （ 非 記 載 ） は 、 ワ イ ヤ (28)を 介 し て 注 射 器 ポ ン プ モ ー タ (16)に 接
続 し て い る 。 注 射 器 ポ ン プ モ ー タ (16)は 、 ド ラ イ ブ 軸 （ 非 記 載 ） に 機 械 的 に 連 結 し て い る
(39)。 も う 一 つ の 方 法 と し て 、 ポ ン プ モ ー タ を バ ッ テ リ ー （ 非 記 載 ） で 駆 動 す る こ と も で
き る 。 ド ラ イ ブ 軸 は 、 ス イ ッ チ 機 構 (23)の 水 平 サ ポ ー ト ロ ッ ド に 沿 っ て ス ラ イ ド す る プ ラ
ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)に 連 結 し て お り 、 音 波 性 の 流 体 (19)を 含 む 注 射 器 用 に プ ラ ン ジ ャ (20)
を 作 動 す る 。 こ の 注 射 器 (19)は 、 調 整 可 能 な 注 射 器 締 め 具 (30)に よ り 、 ス イ ッ チ 機 構 (23)
へ 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 針 (6)を 患 者 に 挿 入 時 、 プ ラ ン ジ ャ は 作 動 (20)を 開 始 し 、 「 流 体 1」 は 、 流 体 バ ル ブ (21)
、 流 体 導 管 (42)及 び 、 患 者 へ の 投 与 が 実 施 さ れ る 場 所 で 針 (6)を 介 し て 、 注 射 器 か ら 流 動
す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 針 の 先 端 が 望 ま し い 実 行 点 に 置 か れ る と 、 音 波 性 流 体 で あ る 「 流 体 1」 の 移 動 は 停 止 し
、 治 療 剤 で あ る 「 流 体 2」 か ら の 流 動 を 可 能 に す る （ 注 射 器 は 非 掲 載 ） 。 流 体 の 移 動 は 、
ス イ ッ チ 機 構 (23)に 接 続 し た 押 し ボ タ ン (22)を 作 動 さ せ る こ と で 切 り 替 え ら れ る 。 ス イ ッ
チ 機 構 (23)は 同 時 に 、 ひ と つ の 注 射 器 か ら も う 一 方 へ 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ を 作 動 /停 止 さ せ
る 他 、 流 体 バ ル ブ (21)を ひ と つ の 注 射 器 か ら も う 一 方 へ 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 面 3Aは 、 薬 剤 を 投 与 す る 目 的 で 設 定 さ れ た 、 流 体 の 移 動 と ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の 機 械 的
ド ラ イ ブ 部 分 を 上 か ら 見 た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 注 射 器 ポ ン プ モ ニ タ (16)は 、 二 つ の ベ ア リ ン グ (38)に 支 え ら れ た ド ラ イ ブ 軸 (37)に 機 械
的 に 連 結 (39)し て い る 。 ド ラ イ ブ 軸 は 、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)の ど ち ら か に 機 械
的 に 連 結 (40)し て お り 、 こ れ は ス イ ッ チ 機 構 （ 非 掲 載 ） の 水 平 サ ポ ー ト ロ ッ ド に 沿 い 、 ド
ラ イ ブ 軸 に 平 行 し て ス ラ イ ド す る 。 プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)は 、 「 流 体 1」 注 射 器 (19)用
プ ラ ン ジ ャ (20)あ る い は 「 流 体 2」 注 射 器 (35)用 プ ラ ン ジ ャ (36)を 駆 動 す る 。 注 射 器 は 、
ス イ ッ チ 機 構 （ 非 掲 載 ） に よ り 、 ド ラ イ ブ 軸 線 に 対 し て 垂 直 に 動 か さ れ 、 機 械 的 連 結 (40)
の ど ち ら か が ド ラ イ ブ 軸 に 対 し て 作 動 す る 。 注 射 器 (19)及 び (35)は 、 一 対 の 調 整 可 能 な 注
射 器 締 め 具 (30)に よ っ て 、 ス イ ッ チ 機 構 （ 非 掲 載 ） に 固 定 さ れ る 。 流 体 は 、 ど ち ら か の 注
射 器 か ら 柔 軟 性 を 持 つ 流 体 導 管 (42)を 介 し て バ ル ブ (21)へ と 移 動 し た 後 、 針 ア ダ プ タ (26)
、 そ し て 針 (6)へ と 通 り 抜 け る 。 圧 力 セ ン サ (10)及 び 流 動 セ ン サ （ 非 掲 載 ） は 、 ハ ン ド ヘ
ル ド 装 置 （ ハ ウ ジ ン グ は 非 掲 載 ） の 末 端 部 の 流 動 を 監 査 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 針 の 先 端 が 望 ま し い 実 行 点 に 置 か れ る と 、 音 波 性 流 体 (19)で あ る 「 流 体 1」 の 移 動 は 停
止 し 、 治 療 剤 (35)で あ る 「 流 体 2」 か ら の 流 動 を 可 能 に す る （ 注 射 器 は 非 掲 載 ） 。 流 体 の
移 動 は 、 ス イ ッ チ 機 構 (非 掲 載 )に 接 続 し た 押 し ボ タ ン (22)を 作 動 さ せ る こ と で 切 り 替 え ら
れ る 。 ス イ ッ チ 機 構 (非 掲 載 )は 、 注 射 器 を ド ラ イ ブ 軸 に 対 し 垂 直 に 移 動 さ せ 、 注 射 器 プ ラ
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ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)へ の 連 結 (40)を 同 時 に 作 動 /停 止 さ せ る 他 、 バ ル ブ 作 動 装 置 (41)で バ
ル ブ (21)に よ っ て 、 流 体 移 動 を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 面 4は 、 薬 剤 を 投 与 す る た め に 設 定 さ れ た 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の ス イ ッ チ 機 構 と 機 械
的 ド ラ イ ブ 部 分 と の 等 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 注 射 器 ポ ン プ モ ー タ (16)は 、 二 つ の ベ ア リ ン グ (38)に 支 え ら れ た ド ラ イ ブ 軸 (37)に 機 械
的 に 連 結 (39)し て い る 。 ド ラ イ ブ 軸 は 、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)に 機 械 的 に 連 結 (4
0)し て お り 、 こ れ は ス イ ッ チ 機 構 （ 23） の 水 平 サ ポ ー ト ロ ッ ド に 沿 い 、 ド ラ イ ブ 軸 に 平 行
し て ス ラ イ ド し 、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ （ 非 掲 載 ） を 作 動 す る 。 注 射 器 （ 非 掲 載 ） は 、 調 整 可
能 な 注 射 器 締 め 具 (30)に よ っ て ス イ ッ チ 機 構 （ 23） に 固 定 さ れ る 。 図 面 4は 、 プ ラ ン ジ ャ
作 動 装 置 (29)、 連 結 (40)、 注 射 器 締 め 具 (30)の 2組 の う ち 1組 の み 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 流 体 の 移 動 は 、 ス イ ッ チ 機 構 (23)に 接 続 し た 押 し ボ タ ン (22)を 作 動 さ せ る こ と で 切 り 替
え ら れ る 。 ス イ ッ チ 機 構 (23)は 、 注 射 器 を ド ラ イ ブ 軸 に 対 し 垂 直 に 移 動 さ せ 、 注 射 器 プ ラ
ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)と ド ラ イ ブ 軸 間 (37)の 連 結 (40)を 作 動 /停 止 さ せ る 。 ス イ ッ チ 機 構 (23
)は ま た 、 バ ル ブ 作 動 装 置 (41)で バ ル ブ (非 掲 載 )に よ っ て 、 流 体 移 動 を 同 時 に 切 り 替 え る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 面 5Aと 5Bは 、 流 体 移 動 を 駆 動 す る 機 械 的 機 構 を 用 い た 、 本 発 明 の 実 施 例 を 上 及 び 横 か
ら 見 た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 針 ア ダ プ タ (26)付 き の ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)が 示 さ れ て い る が 、 こ れ は 患 者 の 身 体 内 の
一 定 の 深 部 に 薬 剤 を 投 与 す る 目 的 で 針 (6)を 保 持 す る た め の も の で あ る 。 流 体 圧 力 の 検 出
に 圧 力 セ ン サ (10)を 用 い る こ と が で き る 。 上 部 の ト リ ガ ー ・ コ ン ト ロ ー ル (12)は 、 「 流 体
1」 の 注 射 器 (19)か ら の 流 体 を 振 動 さ せ る 機 構 (43)へ 連 結 （ 非 掲 載 ） し て い る 。 下 部 の ト
リ ガ ー (13)は 、 「 流 体 2」 の 注 射 器 (35)か ら の 流 体 を 振 動 さ せ る 同 じ 機 構 (43)へ 連 結 し て
い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 機 構 (43)は 、 注 射 器 プ ラ ン ジ ャ 作 動 装 置 (29)か ら 構 成 さ れ る が 、 同 装 置 は 注 射 器 プ ラ ン
ジ ャ (20)と (36)へ 固 定 し 、 バ ネ (44)を 駆 動 し 、 ノ ブ (45)を コ ン ト ロ ー ル し て 、 バ ネ (44)に
初 め か ら 負 荷 と し て か か っ て い る 張 力 を 調 整 す る 。 こ の よ う な 調 整 に よ り 、 そ れ ぞ れ の パ
ル ス で 流 体 移 動 に 変 化 が 発 生 す る 。 注 射 器 (19)と (35)は 、 一 対 の 調 整 可 能 な 注 射 器 締 め 具
(30)に よ っ て 装 置 (5)に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 流 体 は 、 い ず れ か の 注 射 器 か ら 導 管 (42)を 介 し 、 針 ア ダ プ タ (26)を 経 て 、 針 (6)へ 移 動
す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 面 6は 、 商 用 静 脈 注 入 ポ ン プ に 接 続 し た ハ ン ド ヘ ル ド ・ ア ダ プ タ か ら 構 成 さ れ る 本 発
明 の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 針 ア ダ プ タ (26)付 き の ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)が 示 さ れ て い る が 、 こ れ は 患 者 の 身 体 内 の
一 定 の 深 部 に 薬 剤 を 投 与 す る 目 的 で 針 (6)を 保 持 す る た め の も の で あ る 。 流 体 圧 力 の 検 出
に 圧 力 セ ン サ (10)を 用 い る こ と が で き る 。 ト リ ガ ー コ ン ト ロ ー ル (12)と ス イ ッ チ (24)は 、
流 動 を オ ン /オ フ 切 り 替 え す る の に 用 い ら れ る 。 流 動 調 整 ノ ブ (48)及 び セ ン サ （ 非 掲 載 ）
は 、 流 動 率 を 変 化 さ せ る た め に 用 い ら れ る 。 圧 力 セ ン サ (10)、 流 動 調 整 セ ン サ 、 ト リ ガ ー
ス イ ッ チ (25)は 、 ワ イ ヤ ラ ッ プ ・ ケ ー ブ ル (27)を 介 し 、 商 用 注 入 ポ ン プ (46)で RS232ポ ー
ト と い っ た 電 気 ポ ー ト (47)に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 Baxter AS50等 の 商 用 注 入 ポ ン プ (46)は 、 「 流 体 1」 注 射 器 (19)か ら 、 柔 軟 性 の あ る 流 体
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導 管 (42)を 介 し 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)へ と 流 体 を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 針 (6)が 、 患 者 の 身 体 内 の 望 ま し い 実 行 点 に 置 か れ る と 、 「 流 体 2」 の 注 射 器 (35)か ら 流
体 が 投 与 さ れ る 。 「 流 体 2」 注 射 器 (35)は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)に 搭 載 す る こ と も で き る
し 、 図 面 6に 示 さ れ て い る よ う に 、 「 流 体 2」 注 射 器 (35)を 別 に 持 っ て 手 動 で 作 動 開 始 し て
も か ま わ な い 。 「 流 体 2」 注 射 針 (49)は ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の ポ ー ト (50)を 通 過 し 、 流 体 は
注 射 器 (35)か ら 噴 出 さ れ 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の 針 (6)を 介 し て 患 者 の 身 体 内 に 入 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 面 7は 、 超 音 波 源 が ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 に 統 合 さ れ て い る 状 態 の 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し
て い る 。 目 的 は 、 超 音 波 パ ル ス が 患 者 の 体 内 へ 針 を 介 し て 伝 搬 さ れ る こ と を 可 能 に す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 患 者 の 皮 膚 に 置 か れ た 変 換 器 を 介 し て 適 用 さ れ る 超 音 波 に 比 し て 、 針 の 挿
入 点 の 深 さ 、 組 織 の 密 度 、 そ の 他 変 化 す る 要 素 か ら 独 立 し て 、 コ ン ト ロ ー ル 性 と 一 定 性 の
向 上 し た 超 音 波 パ ル ス を 患 者 の 体 内 に 投 与 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ う い っ た 超 音 波 パ ル
ス の 有 用 性 と し て 、 以 下 の 全 て あ る い は い ず れ か が 考 え ら れ る ：
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ・ 組 織 を 介 す る 及 び 細 胞 膜 間 を 横 断 す る 薬 剤 移 動 の 拡 大 等 、 治 療 剤 の 薬 学 的 活 動 の 活 性
化
　 ・ 超 音 波 パ ル ス で 患 者 の 組 織 を 調 整 し 、 治 療 剤 の 分 散 と 効 果 の 拡 大
　 ・ 高 体 温 状 態 を 作 り 出 し 、 癌 組 織 等 の 死 亡 組 織 の 破 壊 を 拡 大
　 ・ 本 機 器 を 用 い て 、 投 与 の 直 後 に 薬 剤 溶 離 性 の ミ ク ロ ス フ ェ ア 投 与 を 破 裂 さ せ る
【 ０ ０ ９ １ 】
　 針 ア ダ プ タ (26)付 き の ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (非 掲 載 )が 示 さ れ て い る が 、 こ れ は 患 者 の 身 体
内 の 一 定 の 深 部 に 薬 剤 を 投 与 す る 目 的 で 針 (6)を 保 持 す る た め の も の で あ る 。 流 体 は 、 「
流 体 1」 注 射 器 (19)か ら 振 動 さ せ る こ と も 、 「 流 体 2」 注 射 器 (35)か ら 振 動 さ せ る こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 流 体 は 、 注 射 器 の い ず れ か か ら 、 導 管 (42)を 介 し 、 針 ア ダ プ タ (26)を 経 て 、 針 (6)へ 移
動 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 変 換 器 プ ロ ー ブ (51)又 は マ ル チ 変 換 器 装 置 （ 非 掲 載 ） は 、 流 体 導 管 (42)と 接 触 し て 搭 載
さ れ て お り 、 患 者 の 身 体 内 に 針 (6)を 介 し て 移 動 す る 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る 。 変
換 器 （ 装 置 ） は 、 コ ン ト ロ ー ラ 及 び 電 源 （ 非 掲 載 ） に 接 続 し て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、  
周 波 数 、 時 間 の モ ー ド 、 電 力 、 そ の 他 の 超 音 波 パ ル ス の 要 素 の 調 整 を 行 う こ と が 可 能 で あ
る と 考 え ら れ 、 ま た 表 示 装 置 に は 接 続 さ れ て い る 場 合 と 接 続 さ れ て い な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 も う ひ と つ の 方 法 と し て 、 変 換 器 プ ロ ー ブ (51)又 は マ ル チ 変 換 器 装 置 （ 非 掲 載 ） を 、 標
準 の 、 手 動 で 作 動 さ れ た 注 射 器 （ 非 掲 載 ） の 流 体 に 接 触 さ せ て 搭 載 し 、 針 を 介 し て 患 者 に
投 入 さ れ る 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 面 8は 、 音 波 性 流 体 (19)、 治 療 剤 (35)、 (52)の 3つ の 流 体 を 対 象 に し た 管 を 用 い た 本 発
明 の 実 施 例 で あ る 。 注 射 器 ポ ン プ 作 動 装 置 を 用 い て 、 針 ア ダ プ タ (26)を 介 し て 、 針 (6)へ
と 、 い ず れ の 単 一 の 管 か ら も 流 体 を 供 給 す る こ と が で き 、 ま た 、 同 時 に 2つ か 3つ の 管 か ら
供 給 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ う い っ た 機 器 は 2種 類 の 液 剤 か ら 構 成 さ れ る 治 療 剤 を 投 与 す る の に 有 用 で あ り 、 該 当
液 剤 に 効 果 を 持 た せ る に は 、 投 与 の 直 前 に 、 場 合 に よ っ て は 患 者 の 生 体 内 で 、 混 合 す る こ
と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
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　 プ ロ ー ブ を 介 し て の 腫 瘍 切 除 も ま た 、 2種 類 の 異 な る 実 施 例 を 用 い て 行 え る 。 針 が 正 確
に 置 か れ れ ば 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 を 針 か ら 取 り 外 し 、 単 一 又 は 複 数 の プ ロ ー ブ を 針 を 介 し
て 挿 入 し て も 良 い 。 こ の 時 点 で 、 RF又 は WMエ ネ ル ギ ー に よ る 加 熱 、 冷 凍 手 術 に よ る 凍 結 、
先 端 部 に 放 射 線 源 を 持 つ ロ ッ ド を 用 い た ブ ラ キ 治 療 の い ず れ か に よ っ て 、 プ ロ ー ブ を 適 用
し 、 腫 瘍 切 除 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 面 9Aと 9Bに 示 さ れ た 本 発 明 の 実 施 例 は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 内 に 腫 瘍 切 除 プ ロ ー ブ を 統
合 し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 か ら 針 を 取 り 外 し 、 針 を 経 由 し て 別 個
の 腫 瘍 切 除 プ ロ ー ブ 装 置 を 挿 入 す る 必 要 な く 、 腫 瘍 切 除 を 行 え る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 面 9Aは 、 本 発 明 が リ ア ル タ イ ム の 超 音 波 誘 導 の 下 、 針 の 位 置 決 め を 行 う の に 用 い ら れ
る 様 子 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 超 音 波 変 換 器 (1)は パ ル ス の 送 受 信 を 行 い 、 超 音 波 表 示 装 置 (3)に 患 者 (2)の 身 体 内 部 を
画 像 化 す る 。 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 (5)は 、 固 体 腫 瘍 等 、 患 者 の 身 体 内 の 望 ま し い 実 行 点 (4)に
針 (6)を 挿 入 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 音 波 性 流 体 (19)で あ る 「 流 体 1」 は 、 超 音 波 で 検 出 す る の に 十 分 な 速 度 と 十 分 な 移 動 距
離 で 針 (7)の 末 端 部 か ら 噴 出 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 針 (6)内 の 無 線 周 波 プ ロ ー ブ (53)は 、 密 封 さ れ た 針 ア ダ プ タ (26)を 介 し て 、 RFコ ン ト ロ
ー ル (54)と 電 源 (15)に 接 続 し て い る 。
ト リ ガ ー コ ン ト ロ ー ル (12)と (13)を 用 い て 、 音 波 性 流 体 (19)で あ る 「 流 体 1」 の 移 動 と RF
電 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 面 9Bは 、 本 発 明 が プ ロ ー ブ を 配 置 し て 固 体 腫 瘍 を 切 除 す る 様 子 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 針 (6)が 望 ま し い 実 行 点 (4)に 置 か れ れ ば 、 プ ロ ー ブ (53)は 、 ス ラ イ ド 機 構 (55)を 用 い て
患 者 の 組 織 内 に 配 置 さ れ る 。 ト リ ガ ー コ ン ト ロ ー ル (13)は 、 RF力 を 調 整 し て 固 体 腫 瘍 を 切
除 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 腫 瘍 の 切 除 時 、 プ ロ ー ブ (53)を 針 (6)内 に 引 き 戻 し 、 本 機 器 を 片 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 も う 一 つ の 方 法 と し て 、 繰 り 返 し 投 薬 、 局 部 化 し た 薬 剤 投 与 を 行 う こ と が で き る 。 針 が
正 確 に 置 か れ れ ば 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 を 針 か ら 取 り 外 し 、 柔 軟 性 が あ り 、 無 菌 の 流 体 導 管
を 、 ロ ッ ド を 用 い て 、 針 を 介 し て 挿 入 す る こ と が で き る 。 該 当 点 に 流 体 導 管 が 置 か れ れ ば
、 針 と ロ ッ ド を 片 付 け て も か ま わ な い 。 こ の 時 点 で 、 導 管 を 介 し て 繰 り 返 し 投 薬 が 行 わ れ
る が 、 投 薬 に 用 い ら れ る 導 管 は 、 PortaCathTM、 Hickman line、 PICCそ の 他 の 柔 軟 性 の あ
る タ イ プ が 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 本 機 器 に は 様 々 な 実 施 例 が あ り 、 そ れ ら は 以 下 に 適 当 で あ る と 考 え ら れ る ：
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ・ 溝 付 き ア ダ プ タ 等 、 漏 れ 防 止 ア ダ プ タ を 介 し た 様 々 な サ イ ズ の 針
　 ・ 様 々 な 針 先 端 の 結 合 構 造 で 、 標 準 開 口 、 角 度 付 き 開 口 、 針 の 先 端 の 横 に 沿 っ た 溝 を も
つ 閉 口 、 結 合 構 造 の 組 み 合 わ せ を 含 む 。
　 ・ 複 合 ル ー メ ン 針
　 ・ 複 合 ル ー メ ン に 統 合 さ れ た ス タ イ レ ッ ト で 、 生 体 組 織 検 査 又 は 流 体 排 出 に 用 い ら れ る
も の 。 こ の ス タ イ レ ッ ト は 、 組 織 の 吸 収 が 意 図 で あ る ル ー メ ン へ の 細 胞 の 侵 入 を 防 止 し 、
ル ー メ ン は 音 波 性 流 体 の 噴 出 の た め に 開 い た 状 態 を 維 持
　 ・ 様 々 な 流 体 管 。 こ れ ら は 、  調 整 可 能 な 締 め 具 で 保 持 す る こ と が で き 、  漏 れ 防 止 器 具
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を 用 い た 、 柔 軟 性 の あ る 導 管 に 接 続 し て い る 場 合 が あ る
　 ・ 侵 液 接 触 性 の 構 成 要 素 の た め の 取 り 外 し 可 能 な カ バ ー 。 各 々 の 患 者 の 処 置 に お い て 、
構 成 要 素 の 変 更 が 容 易 と な る
　 ・ 透 明 の カ バ ー と 開 口 部 の 双 方 又 は い ず れ か 。 流 体 管 と 導 管 の 双 方 又 は い ず れ か の 視 覚
的 監 査 を 可 能 に す る
【 ０ １ ０ ９ 】
結 論
　 局 部 的 に 薬 剤 を 投 入 し 、 プ ロ ー ブ の 位 置 決 め を 行 い 、 身 体 液 体 の 排 出 を 行 い 、 生 体 組 織
検 査 を 実 施 し 、 患 者 の 身 体 内 の 針 の 位 置 の リ ア ル タ イ ム の 超 音 波 画 像 化 の 下 で 超 音 波 パ ル
ス を 適 用 す る 機 器 が 公 開 さ れ る 。 本 機 器 は 、 固 体 組 織 に 対 し 薬 剤 の コ ン ト ロ ー ル さ れ た 分
散 を 行 い 、 ま た 特 定 の 血 管 へ 薬 剤 を 投 与 す る こ と を 可 能 に す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 機 器 は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 又 は 針 付 き シ ス テ ム 、 針 ア ダ プ タ 、 流 体 管 、 流 体 を ポ ン プ
す る 装 置 で 構 成 さ れ て い る 。 本 機 器 に は 、 流 動 コ ン ト ロ ー ル 、 圧 力 セ ン サ 、 流 動 セ ン サ 、
流 体 ス イ ッ チ 機 構 、 バ ル ブ が 含 ま れ て い る こ と も あ る 。 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 は 、 圧 力 計 、 流
動 計 、 コ ン ト ロ ー ラ 、 コ ン ト ロ ー ラ Ｉ ／ Ｏ 、 表 示 装 置 、 電 源 に 接 続 さ れ て い る 場 合 が あ る
。
【 ０ １ １ １ 】
　 針 が 挿 入 さ れ る と 、 器 官 環 境 と 音 波 的 に 対 照 を 成 す 流 体 で あ る 第 一 流 体 が 患 者 に 投 与 さ
れ る 。 こ の 流 体 は 短 い 距 離 を 移 動 し て 速 度 を 緩 め 、 患 者 の 組 織 に よ っ て 停 止 さ れ る 。 こ の
速 度 と 移 動 距 離 は 、 超 音 波 で 検 出 す る の に 十 分 な 程 度 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 挿 入 時 の 針 の 位 置 は 、 例 え ば 特 定 の 器 官 や 癌 腫 瘍 な ど 、 望 ま し い 実 行 点 に い た る ま で 超
音 波 を 用 い て 監 査 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 治 療 剤 な ど の 第 二 流 体 （ 1種 類 の 場 合 と 複 数 種 の 場 合 が あ る ） が 、 そ の 時 点 で 投 与 さ れ
る 。 選 択 肢 と し て 、 そ の 後 、 真 空 ポ ン プ を 用 い て 生 体 組 織 検 査 向 け に 組 織 を 、 あ る い は 排
出 の た め に 流 体 を 吸 引 す る の に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 選 択 肢 と し て 、 そ の 時 点 で プ ロ ー ブ を 挿 入 し 、 加 熱 、 凍 結 、 ブ ラ キ 治 療 そ の 他 の 手 段 に
よ っ て 固 体 腫 瘍 を 切 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 針 の 挿 入 時 、 手 動 コ ン ト ロ ー ル を 用 い て 、 第 一 流 体 を 継 続 的 に 、 あ る い は 、 中 断 さ せ な
が ら ポ ン プ す る か 、 プ ロ セ ッ サ を 用 い て 振 動 さ せ る こ と が で き る 。 針 の 先 端 の 位 置 は 、 超
音 波 表 示 装 置 に よ っ て 監 査 さ れ 、 流 体 の 流 動 率 を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 超
音 波 に よ り 検 出 で き る 空 間 量 が 変 化 し 、 正 確 に 定 義 さ れ た 針 の 先 端 の 画 像 を 維 持 で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 本 機 器 を 用 い て 、 超 音 波 を 針 を 介 し て 患 者 の 身 体 内 に 投 与 す る こ と が で き 、 こ れ に は 、
ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 に 搭 載 さ れ た 変 換 器 又 は 変 換 器 装 置 が 使 用 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 薬 剤 を
含 有 し た 粒 子 そ の 他 の 用 途 を 音 響 的 に 活 性 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 本 機 器 は ま た 、 投 与 済 薬 剤 の 分 散 パ タ ー ン を コ ン ト ロ ー ル す る の に 用 い る こ と が で き る
。 該 当 位 置 に 針 の 先 端 が 置 か れ る と 、 音 波 性 流 体 を 繰 り 返 し そ し て 、 必 要 に 応 じ て 様 々 な
流 動 率 で 振 動 さ せ 、 流 体 分 散 を 監 査 す る こ と が で き る 。 こ れ に 満 足 が 行 け ば 、 第 二 流 体 で
あ る 治 療 剤 を 投 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 機 器 は ま た 、 固 体 組 織 へ の 粒 子 逗 留 化 に 用 い る こ と が で き る 。 針 の 先 端 が 該 当 位 置 に
置 か れ れ ば 、 流 動 率 を 十 分 な レ ベ ル に 調 整 し 、 浮 遊 体 を 噴 出 し て 、 固 体 組 織 に 粒 子 を 逗 留
さ せ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
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　 本 機 器 は 、 設 定 流 動 率 、 流 体 圧 力 、 圧 力 変 化 率 を 表 示 す る こ と が で き る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 針 経 由 の 一 定 の 流 動 率 を 維 持 す る た め に 必 要 な 圧 力 は 、 背 後 圧 力 が 様 々 に 異 な る た め 、
変 化 す る 。 針 の 先 端 が 血 管 壁 を 通 り 抜 け 、 音 波 性 流 体 が 直 接 、 動 脈 又 は 整 脈 内 に 噴 出 さ れ
る と 背 後 の 圧 力 が 落 下 す る こ と が あ る 。 そ の た め 、 圧 力 と 圧 力 の 変 化 率 を 監 査 す る こ と で
、 針 は 特 定 の 血 管 に 直 接 治 療 剤 を 投 与 す る 場 所 に 置 く こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ れ ら の ク レ ー ム 及 び こ こ で 使 用 さ れ る 言 語 は 、 こ こ で 説 明 を し た 本 発 明 の 変 形 と し て
理 解 さ れ た い 。 こ れ ら は 、 こ う い っ た 変 形 に 制 限 さ れ ず 、 本 発 明 の 全 見 解 を 網 羅 す る も の
と し て 読 ま れ る べ き で あ り 、 こ れ は 発 明 内 の 暗 示 的 な 事 項 お よ び 、 こ こ で 提 供 さ れ た 公 開
事 項 も 同 様 で あ る 。
前 述 事 項 は 、 本 発 明 が い か に 適 用 さ れ 、 応 用 さ れ る か を 示 す 特 定 の 実 施 例 の 記 述 を 構 成 し
た 。 こ れ ら の 実 施 例 は 、 単 に 例 示 で あ る の み で あ る 。 本 発 明 の 、 よ り 広 範 囲 で よ り 特 定 的
な 面 に つ い て 、 以 下 に 続 く ク レ ー ム で さ ら に 記 述 お よ び 定 義 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ２ 】
【 図 １ 】 図 面 1は 、 薬 剤 の 投 与 に 用 い ら れ る 本 発 明 の 電 機 的 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 面 2は 、 生 体 組 織 検 査 の 実 施 に 用 い ら れ る 本 発 明 の 電 機 的 実 施 例 を 示 し て い る
。
【 図 ３ 】 図 面 3は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 を 横 か ら 見 た も の で 、 治 療 剤 （ 非 記 載 ） 及 び プ ラ ン
ジ ャ 付 き 注 射 器 に 含 ま れ る 音 波 性 流 体 も 示 し て い る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 面 3Aは 、 流 体 の 流 動 及 び 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の 機 械 的 ド ラ イ ブ の 上 面 を 見 た
も の で 、 治 療 剤 と 音 波 性 流 体 は 注 射 器 に 含 ま れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 面 4は 、 ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 の ス イ ッ チ 機 構 と 機 械 的 ド ラ イ ブ 部 分 と の 等 面 図 で
あ っ て 、 薬 剤 の 投 与 用 に 設 定 さ れ て い る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 面 5Aは 、 流 体 を 投 与 す る の に 機 械 的 機 構 を 用 い た 本 発 明 の 実 施 例 を 上 面 及 び
横 面 で 見 た も の で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 面 5Bは 、 流 体 を 投 与 す る の に 機 械 的 機 構 を 用 い た 本 発 明 の 実 施 例 を 上 面 及 び
横 面 で 見 た も の で あ る 。
【 図 ６ 】 図 面 6は 、 商 用 静 脈 注 入 ポ ン プ に 接 続 し た ハ ン ド ヘ ル ド ・ ア ダ プ タ で 構 成 さ れ る
本 発 明 の 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ７ 】 図 面 7は 、 針 を 介 し て 患 者 に 超 音 波 投 与 す る こ と を 可 能 に す る た め 、 超 音 波 源 が
ハ ン ド ヘ ル ド 装 置 に 統 合 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ８ 】 図 面 8は 、 音 波 性 流 体 及 び そ の 他 2種 類 の 治 療 剤 の 3種 類 の 流 体 用 の 管 を 用 い た 実
施 例 を 示 し て い る 。
【 図 ９ Ａ 】 図 面 9Aは 、 注 射 器 ポ ン プ に 腫 瘍 切 除 プ ロ ー ブ が 統 合 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例
を 示 し て い る 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 面 9Bは 、 注 射 器 ポ ン プ に 腫 瘍 切 除 プ ロ ー ブ が 統 合 さ れ て い る 本 発 明 の 実 施 例
を 示 し て い る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ Ａ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

提供了一种具有增强的超声可见度的医疗装置医疗设备通过实时超声监
测患者体内的针尖位置，允许局部药物施用，流体引流，活组织检查或
超声脉冲发射。该医疗装置允许受控药物分散到固体组织中，在实体组
织中容纳颗粒，以及将药物施用到特定血管中。当插入针时，与器官环
境相反声学突出的流体被注入患者体内。该流体由患者的固体减速并在
停止之前行进一小段距离，并且可通过超声检测该流体流动。使用超声
波监测插入期间的针位置，直到达到期望的作用点。然后注射治疗剂或
将探针插入针中进行治疗，例如用射频消融肿瘤。可以在插入期间调节
流体流速以维持针尖的正确表示的图像。在作用点，声波流体可以以可
变的流速重复脉冲，直到满足流体分散模式，然后释放药物。还可以使
用安装在手持设备上的换能器将超声波传输到针头。
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